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中島村告示第３０号 

 

 令和元年第３回中島村議会定例会を、次のとおり招集する。 

 

  令和元年８月１９日 

 

中島村長  加 藤 幸 一 

 

記 

 

 １ 期  日  令和元年８月２７日 午前１０時 

 

 ２ 場  所  中島村役場議場 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（８名） 

    １番  椎  名  康  夫  君      ２番  小  室  重  克  君 

    ３番  小  林     均  君      ４番  小  室  辰  雄  君 

    ５番  小  松  公  雄  君      ６番  鈴  木  新  平  君 

    ７番  木  村  秋  夫  君      ８番  藤  田  利  春  君 

 

不応招議員（なし） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

第 ３ 回 定 例 村 議 会 

 

（ 第 １ 号 ） 
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令和元年第３回中島村議会定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                               令和元年８月２７日（火）午前１０時開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 村長報告（報告第３号） 

日程第 ６ 教育長報告（教育委員会の事務の点検及び評価報告） 

日程第 ７ 議案の上程、提案理由の説明（議案第３６号から認定第８号まで） 

日程第 ８ 平成３０年度中島村歳入歳出決算審査の報告について 

日程第 ９ 平成３０年度中島村健全化判断比率等審査の報告について 

────────────────────────────────────────────────────── 

出席議員（８名） 

     １番  椎  名  康  夫  君      ２番  小  室  重  克  君 

     ３番  小  林     均  君      ４番  小  室  辰  雄  君 

     ５番  小  松  公  雄  君      ６番  鈴  木  新  平  君 

     ７番  木  村  秋  夫  君      ８番  藤  田  利  春  君 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職・氏名 

村 長 加  藤  幸  一  君 副 村 長 吉  田  政  樹  君 

教 育 長 面  川  三  雄  君 総 務 課 長 木  村     修  君 

会計管理者兼 
税 務 課 長 

久 保 田  利  男  君 住民生活課長 小  林     隆  君 

建 設 課 長 齋  藤     満  君 保健福祉課長 藤  田  幸  江  君 

学校教育課長兼 
生涯学習課長 

矢  吹  勝  人  君 
企画振興課長兼 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

本  間  俊  一  君 

代表監査委員 大  澤  洋 次 郎  君   

────────────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職・氏名 

事 務 局 長 相  楽  高  徳   書 記 真  船     優   
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会の宣告 

○議長（藤田利春君） おはようございます。 

  ただいまから令和元年第３回中島村議会定例会を開会いたします。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（藤田利治君） 出席議員は定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付した印刷文書のとおりです。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（藤田利春君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  今定例会の会議録署名議員は、会議規則第120条の規定により、３番、小林 均君、４番、小室辰雄君を指

名します。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（藤田利春君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

  お諮りします。今定例会の会期は、お手元に配付した会期案により、本日から９月２日までの７日間にした

いと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認めます。 

  したがって、今定例会の会期は本日から９月２日までの７日間に決定しました。 

  なお、会期中の会議予定については、お手元に配付した印刷文書のとおりです。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（藤田利春君） 日程第３、諸般の報告を行います。 
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  初めに、閉会中の主な議会関係事項について報告を申し上げます。 

  ８月７日に、白河地方広域市町村圏整備組合議会第３回定例会が開催され、私と鈴木新平議員が出席しまし

た。 

  議案は、白河地方広域市町村圏整備組合行政財産使用料条例の一部を改正する条例他８議案、平成30年度白

河地方広域市町村圏整備組合水道用水供給事業資金不足比率ほか１件の報告についてであり、原案のとおり承

認されました。 

  ８月21日には、県町村議会議長会主催による正副議長研修会が福島グリーンパレスにおいて開催され、私と

木村秋夫副議長が出席してまいりました。 

  研修内容は、「これからの地方議会のあり方・議会改革に求められるもの」と題し、法政大学副学長、常務

理事の廣瀬克哉氏からの講演がありました。 

  廣瀬氏の講演では、自治体存続の危機感や合併による新自治体の構築、平成18年に全国に先駆けて北海道栗

山町で制定された議会基本条例が全国的に制度化されて、そういった背景、質問、質疑だけの場から、政策評

価や住民との意見交換会を実施するなど、これからは政策形成力や政策を評価し監視する能力をつけていくこ

とが重要であることなど、事例を挙げての講演でした。非常にためになる講演であると思われました。 

  次に、「これからの政治情勢と政局を読む」と題し、政治評論家、加藤清隆氏の講演がありました。 

  加藤氏の講演では、今回の参議院議員選挙の状況や現在の政局運営、また韓国との情勢の行方などについて

お話をいただき、大変有意義な研修でした。 

  その他、閉会中の議会関係事項等は、お手元に配付した印刷文書のとおりです。 

  次に、本日までに受理した請願（陳情）は、会議規則第91条及び第92条の規定により、お手元に配付した請

願（陳情）文書表のとおりです。所管の常任委員会に付託しましたので、報告いたします。 

  続いて、村長から提案のあった議案、監査委員から報告のあった例月出納検査結果報告、平成30年度歳入歳

出決算審査意見書及び平成30年度健全化判断比率等審査意見書、また今期定例会に説明のため出席を求められ

た者、委任を受け出席する者は、お手元に配付した印刷文書のとおりです。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎行政報告 

○議長（藤田利春君） 日程第４、行政報告を行います。 

  村長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  村長、加藤幸一君。 

〔村長 加藤幸一君 登壇〕 

○村長（加藤幸一君） 皆様、改めましておはようございます。 

  本日、ここに第３回中島村議会定例会を招集しましたところ、議員の皆様にはご多用中にもかかわらずご参

集を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  さて、今年の水稲の生育状況は、春先に水不足が心配されましたが、適期に降雨があり田植えは順調に進み
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ました。 

  その後、日照不足と低温の影響により、稲の生育はおくれぎみで推移しましたが、梅雨明けから出穂期にか

け好天に恵まれたことから、平年並みか、それ以上を期待するところです。 

  間もなく収穫時期を迎え、今後の天候が気になるところであります。 

  村では、稲作の放射能吸収抑制対策として、昨年に引き続きカリ肥料の配布を実施し、安全・安心な米づく

りを目指す農家の方々に万全を期していただきました。さらに収穫後には、米の全量全袋検査を行い、消費者

に安全・安心をお届けできるよう、今後も努力してまいります 

  それではまず、行事等について報告をいたします。 

  ６月４日から６日には、中体連県南大会が開催され、中島中学校の各部とも日ごろの練習の成果を十分に発

揮し、熱戦を繰り広げました。卓球女子団体が優勝、女子シングルスで３名が入賞し、見事県大会出場の切符

を獲得しました。 

  ６月22日には、京浜市場トップセールスを東京大田市場で実施し、夏秋野菜の安定販売と風評被害払拭活動

に取り組みました。ＪＡ夢みなみ管内自治体の首長による活動であり、農産物の安全性と県南地方のＰＲを推

進することができました。 

  ７月19日には、県道棚倉・矢吹線と県道母畑・白河線の交差点付近において交通安全テント村が実施され、

村交通対策協議会、交通安全協会、交通安全母の会及びパトロール隊により、ドライバーへの交通安全呼びか

け運動が行われました。 

  昨年12月、中島幼稚園において１カ月間の研修を終えたルワンダの幼稚園教諭が帰国後、中島幼稚園での研

修を生かした授業が進められているか、ほかの教員への意識改革が進んでいるかなど、現地においてさらなる

指導をしていただきたいと、ＮＰＯ法人ルワンダの教育を考える会より依頼を受け、７月31日から８月７日ま

でルワンダ共和国を訪問してまいりました。 

  現地での様子の一部は、中島村教育委員会のホームページである教育ポータルサイトでごらんになれますが、

中島村に来られた先生は、本村幼稚園での研修を生かした授業を行うとともに、指導教諭として積極的に先生

方の意識改革に取り組んでおり、日本での研修が役立っていることを確認することができ、今後の活躍を一層

期待するものです。 

  また、ルワンダ教育省より教員の指導力の向上のため、日本での研修の受け入れの要請がありました。本村

としては同国との国際交流を継続しつつ、期待に応えらえる体制を構築することが必要であると感じたところ

です。 

  今回の訪問に当たり、ルワンダ政府、キガリ市、ＪＩＣＡ、在日本大使館、ＮＰＯ法人ルワンダの教育を考

える会、外務省、その他関係機関のご協力と議会議員の皆様にご理解をいただきましたことに感謝申し上げま

す。 

  次に、行政執行の状況について報告いたします。 

  工事関係でありますが、繰り越したふくしま森林再生事業の森林再生事業年度別実施計画策定業務の元村、

岡ノ内、小針地区、同じく同意取得業務の岡ノ内、小針地区について事業完了に向け取り組んでいるところで

す。 
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  令和元年度分については、森林再生事業年度別実施計画作成業務委託、森林再生事業同意取得業務委託の松

崎地区についてそれぞれ８月上旬発注し、元村、岡ノ内地区のふくしま森林整備事業については発注に向け業

務を進めているところです。 

  除染対策関連事業として繰り越した道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業は、側溝の堆積物を撤去・処分す

る事業で、５月末に堆積物の処分を完了しました。 

  令和元年度分については、７月上旬測量設計業務を発注しましたので、引き続き側溝堆積物の撤去・処理及

び処分の業務発注を進める予定です。 

  また、仮置き場の返還に向け、原状回復のための測量設計業務を６月下旬発注しました。 

  道路改良事業として、滑津・後山線について用地取得と補償業務を進め、御蔵場・本法寺裏線については改

良舗装工事の業務を進める予定です。新たに、二子塚・町畑線歩道設置に向けた測量設計業務を７月下旬発注

しました。 

  社会資本整備総合交付金事業として、狭あい道路整備については、岡ノ内地区について改良工事発注に向け

業務を進めているところです。二ツ山・入江線については、用地補償や売買契約等の業務を進め改良工事発注

に向け業務を進めているところです。 

  土地造成事業でありますが、原山地区分譲地造成工事及び配水管布設工事について７月末工事を発注し、年

度内完成を目指しています。 

  その主立ったものとして、二ツ山住宅駐車場整備工事、中島幼稚園園庭遊具整備工事、ＬＧＷＡＮ系端末入

替業務委託、中島村証明書コンビニ交付システム構築業務委託、新池大池のため池等調査設計業務、大池孫六

池のため池耐震性能調査業務、その他事務、事業についても順調に進捗しておりますことをご報告申し上げま

す。 

○議長（藤田利春君） 以上で、行政報告を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎村長報告 

○議長（藤田利春君） 日程第５、村長報告を行います。 

  村長より、報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告についての報告の申し出がありましたので、

これを許します。 

  村長、加藤幸一君。 

〔村長 加藤幸一君 登壇〕 

○村長（加藤幸一君） 法の定めにより議会に報告するものについてご説明いたします。 

  報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告についてであります。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定に基づき、それぞれ議会に

報告するものであります。 

  指数につきましては、昨年同様いずれも財政の健全性を示しており、今後ともその維持に努めてまいります。 
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  詳細については、担当課長から説明させますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（藤田利春君） 村長より、担当課長をして補足説明の申し出がありましたので、これを許します。 

〔担当課長細部説明〕 

○議長（藤田利春君） 以上で、村長報告を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎教育長報告 

○議長（藤田利春君） 日程第６、教育長報告を行います。 

  教育長より、平成30年度中島村教育委員会の事務の点検及び評価報告についての報告の申し出がありました

ので、これを許します。 

  教育長、面川三雄君。 

〔教育長 面川三雄君 登壇〕 

○教育長（面川三雄君） 皆様、おはようございます。 

  私からは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定により、議会に提出することになってお

ります平成30年度中島村教育委員会の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検、評価について報告をさせ

ていただきます。 

  教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検、評価につきましては、中島村第５次総合振興計画との整合性

をもとに作成しました平成30年度中島村教育委員会の基本方針に定めた10の基本施策、37の重点施策について

実施した結果と、教育に関して学識を有する者の意見を含めた形で整理させていただきました。 

  別紙の報告書の目次をごらんいただければと思います。 

  最初に、Ⅰ番目、中島村教育委員会の点検・評価に関する報告書について 

  Ⅱ、平成30年度中島村教育委員会の教育方針・重点施策 

  Ⅲ、点検・評価の結果について 

  Ⅳ、学識経験者からの意見 

  Ⅴ、今後の課題と対応について 

  というプロットで整理してあります。 

  また、９ページ以降に整理してあります施策の実施結果につきましては、平成30年度における主な取り組み

がわかるように下線を引いております。特に昨年度は、生涯学習センター輝ら里開館10周年を記念しての事業

を行ったり、児童館開館２年目に伴い、前年度の反省を生かした児童館事業を推進したりしてまいりました。 

  なお、詳細につきましては後ほどごらんいただければと思います。 

  以上で、教育委員会の執行状況に対する点検、評価についての報告を終わらせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

○議長（藤田利春君） 以上で、教育長報告を終わります。 
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────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３６号～認定第８号の一括上程、説明 

○議長（藤田利春君） 日程第７、議案の上程を行います。 

  議案第36号から認定第８号までの11議案を一括議題とします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、加藤幸一君。 

〔村長 加藤幸一君 登壇〕 

○村長（加藤幸一君） 本定例会に提案いたします議案についてご説明いたします。 

  議案第36号は、社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正

する等の法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例であります。 

  10月１日適用の消費税率10％に合わせ、関係条例について所要の改正を行うものであります。 

  議案第37号は、中島村簡易水道給水条例の一部を改正する条例であります。 

  水道法の改正に伴い、給水装置工事事業者指定更新料について所要の改正を行うものであります。 

  議案第38号は、令和元年度中島村一般会計補正予算（第２号）であります。 

  既定予算額に503万4,000円を追加し、総額を36億5,273万3,000円とするものであります。 

  歳入の主なものは、国庫支出金542万8,000円を増額補正し、繰入金39万4,000円を減額補正するものでありま

す。 

  歳出の主なものは、民生費の児童福祉費で幼児教育、保育の無償化に伴う子ども・子育て支援システム改修

に503万4,000円を増額補正するものであります。 

  以上、概要を説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長をして補足説明させますので、議決を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、平成30年度決算の認定に関する８議案であります。 

  認定第１号は、平成30年度一般会計歳入歳出決算についてであります。 

  日本経済は、2012年末から穏やかな回復基調にあり、景気回復の期間は戦後２番目の長さとなった可能性が

高く、戦後最長に迫っているとされています。 

  今後も2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた関連施設の整備や、都市部の再開発の

動きが活発化し、建設投資が継続されることや、訪日外国人が3,119万人と毎年増加傾向にあり地域経済におい

ても広く及びつつあることから、引き続き回復傾向は続くものと期待しております。 

  一方、各自治体では、相変わらず東京電力福島第一原発事故に伴う風評被害払拭や、放射能除染対策に奔走

している状況が続いております。村では、平成29年度から始まった中間貯蔵施設への除染廃棄物の搬出が、平

成30年６月末をもって全て完了しました。現在進めている森林再生事業、道路等側溝堆積物処理・支援事業を

早期に終わらせることで、一連の除染対策関連事業の完了を目指すとともに、引き続き風評被害払拭に向けた

取り組みをより一層進めてまいりたいと思います。 

  財政面において一般会計では、ふるさと納税制度を積極的に推進したことで、寄附金が前年度比90.6％増の
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11億1,051万1,000円と大幅に増加し、平成29年分と合わせ３億9,928万2,000円をふるさと納税基金として積み立

てることができました。 

  全国的にふるさと納税の返礼品競争が過熱したことから、昨年９月総務省よりふるさと納税に係る返礼品の

見直しの要請があり、本村も要請に基づき返礼品事業の見直しを行ったところです。 

  ふるさと納税基金は全国の皆様からいただいた貴重な財源でありますので、ふるさと納税制度の趣旨に基づ

き活用してまいります。 

  また、今後多くの公共施設が改修時期や更新時期を迎え多額の費用が必要になることから、中長期的な財源

確保のため、公共施設等整備基金10億円を積み立てました。 

  一般会計の収支は、前年度に引き続き実質単年度収支は黒字となりました。重ねて議員の皆様方には感謝を

申し上げます。 

  平成30年度一般会計の歳入総額は、前年度比56.3％増の56億2,033万5,595円、歳出総額は、前年度比64.3％増

の53億6,597万2,595円であります。歳入歳出差引残額２億5,436万3,000円であります。 

  また、実質収支額２億5,436万3,000円のうち、地方自治法第233条の２及び地方財政法第７条第１項の規定に

より積み立てる額を１億1,200万とするものです。 

  その内容等については、義務的経費は、人件費が前年度と同程度、公債費が前年度比1.5％、扶助費が3.5％

とそれぞれ減となりました。構成比で18.1％と前年度より12％の減となっております。 

  また、投資的経費は、普通建設事業費が前年度比43.7％の減、災害復旧事業費は91.2％の増となりました。

構成比では7.1％と前年度より11.1％の減となっております。 

  認定第２号から認定第８号まで各特別会計の歳入歳出決算については、それぞれ特別会計設置の目的に応じ

た事業を執行しましたので、ご報告いたします。 

  本村の平成30年度決算においては、全ての会計において財政の健全性を維持した事務事業が執行できました。 

  また、資料として歳入歳出決算書並びに主要施策成果報告書を添付してございますので、後ほどごらんくだ

さい。 

  なお、財政報告書に記載してある普通会計の数字等には、国の決算統計による分類に基づき区分された一般

会計と墓地特別会計の合計額を計上しておりますので、決算書と差異がある場合がありますので、ご了承願い

ます。 

  なお、詳細につきましては各担当課長をして補足説明させますので、よろしくご審議の上、認定いただきま

すようにお願い申し上げます。 

○議長（藤田利春君） 村長から、担当課長をして議案の補足説明の申し出がありましたので、これを許します。 

〔担当課長細部説明〕 

○議長（藤田利春君） お諮りいたします。ここで11時半まで休議したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認め、11時30分まで休議いたします。 

 

休憩 午前１１時１６分 
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再開 午前１１時３０分 

 

○議長（藤田利春君） 再開いたします。 

〔担当課長細部説明〕 

○議長（藤田利春君） お諮りいたします。ここで午後１時まで休議したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認め、午後１時まで休議いたします。 

 

休憩 午後 零時００分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（藤田利春君） 再開いたします。 

〔担当課長細部説明〕 

○議長（藤田利春君） 以上で議案の上程、提案理由の説明を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎平成３０年度中島村歳入歳出決算審査の報告について 

○議長（藤田利春君） 日程第８、平成30年度中島村歳入歳出決算審査の報告について監査委員より報告を求め

ます。 

  代表監査委員、大澤洋次郎君。 

〔代表監査委員 大澤洋次郎君 登壇〕 

○代表監査委員（大澤洋次郎君） 改めまして、第３回定例会本当にご苦労さまです。 

  それでは、監査委員より、７月22日から７月24日まで平成30年度中島村歳入歳出の決算を審査しましたので、

別紙審査意見書を読み上げ、報告とさせていただきます。 

  ９ページをお開きください。 

  平成30年度中島村歳入歳出決算審査意見書。 

  地方自治法第233条第２項の規定に基づき、平成30年度中島村一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに関

係諸帳簿を審査した結果は、次のとおりである。 

  第１、審査の概要として。 

  審査対象は、次の各会計歳入歳出決算書及び関係諸帳簿として、次の（１）から（８）まで全会計を対象と

して審査を実施いたしました。読み上げを省略させていただきまして、次に入らせていただきます。 

  ２、審査期間。令和元年７月22日から令和元年７月24日までの３日間でありました。 
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  ３、審査の方法。村長から送付された一般会計ほか７特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び各基金の運用状況を記載した書類について、計数を確認す

るとともに、その会計処理が適正に行われているかを確認するため、関係書類の照合と関係職員の説明を聴取

して審査を実施した。 

  ４、審査の総括意見。審査に付された各会計歳入歳出決算書計数は、関係諸帳簿等を点検審査した結果、い

ずれも決算計数に相違はなく、適正に執行されたことを確認した。 

  また、審査結果の詳細は、以下のとおりである。 

  なお、本意見書の調査資料の一部を除いて、統計表は千円未満の端数処理をしたので、決算書との差異があ

るということでございます。 

  次のページお願いします。 

  ５、決算の状況。平成30年度一般会計及び特別会計の決算額は、下記のとおりであり、一般会計及び特別会

計の歳入合計額で72億4,205万円（前年度比37.7％増）、歳出合計額で68億5,504万5,000円（前年度比43.8％増）

となった。 

  次に、丸、会計別決算として前年度と比較した表がございますが、これについても説明を省略させていただ

きまして、次に入らせていただきます。 

  第２、一般会計。 

  １、一般会計の状況。一般会計は、歳入額56億2,033万6,000円（前年度比56.3％増）、歳出額は53億6,597万

3,000円（前年度比64.3％増）となった。 

  次に、丸として一般会計年度別決算比較表が、これについても説明は省略させていただきまして、次のペー

ジに入らせていただきます。 

  ２、一般会計歳入状況。一般会計歳入は、歳入合計56億2,033万6,000円で、主な財源は村税等の自主財源30

億9,732万7,000円（前年度比116.0％増）、地方交付税等の依存財源25億2,300万9,000円（前年度比16.7％増）

となった。 

  丸として一般会計歳入状況表がございますが、この表についても説明を省略させていただきまして。 

  ３、一般会計歳出状況。一般会計歳出は、歳出合計53億6,597万3,000円で、主な増減額は総務費27億451万

1,000円（前年度比277.1％増）、土木費５億7,784万9,000円（前年度比200.8％増）、教育費４億6,291万5,000

円（前年度比21.9％増）となった。 

  丸として一般会計年度別決算比較表がございますが、これについても説明を省略させていただきまして。 

  ４、一般会計の審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審

査結果は正確かつ適正なものと確認した。 

  なお、特筆すべき点について以下のとおり簡記するので、改善等が必要なものについては検討をいただきた

い。 

  （１）予算執行状況について。予算執行に当たっては、補助事業等の関連で翌年度繰り越しが２件あった。

住民サービスの向上を考慮し、早期の事業完成を望みます。 

  報酬、需用費等において、予算に計上されているものの未執行であったものが散見された。今後は、補正予
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算で減額するなどの措置を講じられたい。 

  また、最少の経費で最大の効果が上げられるよう、なお一層努力されたい。 

  （２）村税等の滞納金及び不納欠損処分の対策について。村税等の滞納額は、前年度と比較すると減少傾向

にあり、徴収の努力は認められる。また、白河地方広域市町村圏整備組合の滞納整理部門に徴収事務を一部委

託するなど、滞納整理の効果は見られる。今後も未納者の現状を把握し、規則に沿った督促状及び催告書の発

送など納税の啓蒙努力と家庭訪問をするなど納税指導を強力に進めていただきたい。不納欠損は、本年度は計

上されなかったが、税の公平な負担の面からも、今後は不納欠損処分に至らないよう再度努力をしていただき

たい。 

  （３）主要事業について。各事業において、それぞれの期間内及び設計書どおりに完成されている。平成30

年度の主要事業で、幼稚園預かり保育室新築工事、除染対策事業の中島村仮置き場管理業務委託、道路側溝等

堆積物撤去・処理支援事業元村地区、ふくしま森林再生事業二子塚地区の現地を確認したが、特に問題は見受

けられなかった。 

  （４）公有財産について。平成30年度は、公共用財産（幼稚園預かり保育室134㎡）の建物の財産が年度中の

増として計上があり、目的のとおり使用されていたことを確認した。今後も財産の管理、活用に当たっては、

その財産の目的、効果が十分に発揮できるよう努めていただきたい。 

  （５）基金運用について。基金は、各基金とも条例に基づき、適正に運用されていることを認める。 

  運用の実績があった「人材育成基金」は、中学生のマレーシアへの修学旅行、ブリティッシュヒルズでの異

文化体験、「地域雇用創出推進基金」は、童里夢公園なかじまの維持管理の人件費、「地域振興基金」は、商

工会が行ったプレミアム商品券発行事業や村づくり支援事業に有効的かつ効果的に充当されていた。 

  次に、基金運用状況の一覧表がありますが、これについても省略させていただきます。 

  （６）その他。各種補助金、負担金等については、実態や実情を把握し、社会情勢に合致しているか十分に

検討し、必要に応じ維持するものと整理統合の判断をされたい。 

  第３、特別会計の決算概要。 

  １、国民健康保険特別会計。 

  （１）平成30年度における国民健康保険特別会計の歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 

  そして、国民健康保険特別会計年度別決算比較の表がございますが、この表についても説明は省略させてい

ただきまして、次に入らせていただきます。 

  （２）審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審査結果は

正確かつ適正なものと確認した。 

  保険税の滞納額は、前年度と比較すると減少し、徴収の努力は認められる。今後も未納者の現状を把握し、

規則に沿った督促状及び催告書の発送など、納税の啓蒙努力と家庭訪問をするなどの納税指導を強力に進めて

いただきたい。 

  不納欠損は、本年度は計上されなかったが、税の公平な負担の面からも、今後は不納欠損処分に至らないよ

う努力していただきたい。 

  ２、簡易水道特別会計。 
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  （１）平成30年度における簡易水道特別会計の歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 

  そして、簡易水道特別会計年度別決算比較表がございますが、これについても省略させていただきまして、

次に入らせていただきます。 

  （２）審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審査結果は

正確かつ適正なものと確認した。使用料の滞納額は、前年度と比較すると増加傾向にあり、今後も未納者の現

状を把握し、規則に沿った督促状及び催告書の発送など納入の啓蒙努力と家庭訪問するなどの納付指導を強力

に進めていただきたい。 

  ３、土地造成事業特別会計。 

  （１）平成30年度における土地造成事業特別会計の歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 

  そして、土地造成事業特別会計年度別比較表がございますが、説明を省略させていただきまして、次に入ら

せていただきます。 

  （２）審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審査結果は

正確かつ適正なものと確認した。 

  ４、農業集落排水処理事業特別会計。 

  （１）平成30年度における農業集落排水処理事業特別会計の歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 

  そして、表がございますが、この表についても説明は省略させていただきまして、次に入らせていただきま

す。 

  （２）審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審査結果は

正確かつ適正なものと確認した。使用料の滞納額は、前年度と比較すると増加傾向にあり、今後も未納者の現

状を把握し、規則に沿った督促状及び催告書の発送など納入の啓蒙努力と家庭訪問するなどの納入指導を強力

に進めていただきたい。 

  ５、墓地特別会計。 

  （１）平成30年度における墓地特別会計の歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 

  そして、ここにも表がございますが、表の説明は省略させていただきまして、次に入らせていただきます。 

  （２）審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審査結果は

正確かつ適正なものと確認した。 

  ６、介護保険特別会計。 

  （１）平成30年度における介護保険特別会計の歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 

  そして、ここにも表がございますが、表の説明は省略させていただきまして、次に入らせていただきます。 

  （２）審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審査結果は

正確かつ適正なものと確認した。保険料の滞納額は、前年度と比較すると増加傾向にあり、今後も未納者の現

状を把握し、規則に沿った督促状及び催告書の発送など納入の啓蒙努力と家庭訪問するなど、納付指導を強力

に進めていただきたい。 

  ７、後期高齢者医療特別会計。 

  （１）平成30年度における後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 
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  そして、ここにも表がございますが、説明は省略させていただきます。 

  （２）審査結果。予算書及び決算書並びに歳入現計表、歳出現計表等の計数を点検したところ、審査結果は

正確かつ適正なものと確認した。保険料の滞納額は、前年度と比較すると減少し、徴収の努力は認められる。

今後も未納者の現状を把握し、規則に沿った督促状及び催告書の発送など納入の啓蒙努力と家庭訪問するなど、

納付指導を強力に進めていただきたい。 

  以上、平成30年度決算審査の総括意見とする。 

  令和元年７月29日。中島村長、加藤幸一様。中島村議会議長、藤田利春様。 

  中島村代表監査委員、大澤洋次郎。中島村監査委員、小松公雄。 

  以上でございます。 

○議長（藤田利春君） 以上で、平成30年度中島村歳入歳出決算審査の報告を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎平成３０年度中島村健全化判断比率等審査の報告について 

○議長（藤田利春君） 日程第９、平成30年度中島村健全化判断比率等審査の報告について監査委員より報告を

求めます。 

  代表監査委員、大澤洋次郎君。 

〔代表監査委員 大澤洋次郎君 登壇〕 

○代表監査委員（大澤洋次郎君） 平成30年度中島村健全化判断比率について審査しました結果を別紙意見書を

読み上げまして、監査委員会からの報告とさせていただきます。 

  平成30年度中島村健全化判断比率審査意見書。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条及び第22条の規定に基づき、平成30年度中島村健全化判断

比率等を審査した結果は、下記のとおりである。 

  記として 

  １、審査対象。 

  （１）実質赤字比率 

  （２）連結実質赤字比率 

  （３）実質公債費比率 

  （４）将来負担比率 

  （５）資金不足比率 

  ２、審査期間。令和元年７月23日。 

  ３、審査の総括意見。令和元年７月23日に健全化判断比率、資金不足比率並びにそれらの算定基礎となる事

項を記載した書類を審査及び職員への聞き取りをしたところ、適正に算出されていると認められた。 

  なお、特筆すべき点について以下のとおり簡記する。 

  （１）実質赤字比率について。特筆すべき事項なし。 



－16－ 

  （２）連結実質赤字比率。特筆すべき事項なし。 

  （３）実質公債費比率について。過去３年間の平均値で表す比率は9.1％であり、前年度と比較して0.3％上

回っている。平成30年度の単年度比率は9.5％であり、前年度と比較して0.9％上回っている。単年度比率上昇

の要因は、償還金等の増によるものである。 

  来年度以降においても、比率が大きく悪化するようなことはないと思われるが、さらなる健全運営に努めら

れるよう期待する。 

  （４）将来負担比率について。特筆すべき事項なし。 

  （５）資金不足比率について。特筆すべき事項なし。 

  以上、平成30年度健全化判断比率等の総括意見とする。 

  令和元年７月29日。中島村長、加藤幸一様。 

  中島村代表監査委員、大澤洋次郎。中島村監査委員、小松公雄。 

  以上であります。 

○議長（藤田利春君） 以上で、平成30年度中島村健全化判断比率等審査報告を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（藤田利春君） これで本日の日程は全て終了しました。 

  次回会議は８月29日午前10時に開会しますので、ご参集願います。 

  本日はこれにて散会とします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 １時４６分 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

第 ３ 回 定 例 村 議 会 

 

（ 第 ２ 号 ） 
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令和元年第３回中島村議会定例会 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

                               令和元年８月２９日（木）午前１０時開議 

日程第 １ 議案第３６号 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一 

             部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 

日程第 ２ 議案第３７号 中島村簡易水道給水条例の一部を改正する条例 

日程第 ３ 議案第３８号 令和元年度中島村一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ４ 認定第 １号 平成３０年度中島村一般会計歳入歳出決算 

────────────────────────────────────────────────────── 

出席議員（８名） 

     １番  椎  名  康  夫  君      ２番  小  室  重  克  君 

     ３番  小  林     均  君      ４番  小  室  辰  雄  君 

     ５番  小  松  公  雄  君      ６番  鈴  木  新  平  君 
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────────────────────────────────────────────────────── 
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本  間  俊  一  君 
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職務のため出席した者の職・氏名 

事 務 局 長 相  楽  高  徳   書 記 真  船     優   
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（藤田利春君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付した印刷文書のとおりです。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３６号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第１、議案第36号 社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行う

ための消費税法の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を議題とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより議案第36号を採決します。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３７号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第２、議案第37号 中島村簡易水道給水条例の一部を改正する条例を議題とします。 

  これより質疑に入ります。 
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  質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより議案第37号を採決します。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３８号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第３、議案第38号 令和元年度中島村一般会計補正予算（第２号）を議題とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより議案第38号を採決します。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認めます。 
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  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第４、認定第１号 平成30年度中島村一般会計歳入歳出決算を議題とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  １番、椎名康夫君。 

○１番（椎名康夫君） それでは、主要施策成果報告書より質問させていただきます。 

  16ページ、お開きください。 

  水道施設維持管理に関することということで、事業の概要ではいろいろ細かく出ております。 

  その中の⑫有収率ということで80.6％、昨年度よりは４％上がりまして、これは努力されていると承知しま

す。その中で、残りの19％、課長も説明されましたけれども、漏水を大変心配されています。この中で、漏水

というのはどのぐらい、何％ぐらいになるのかということをちょっとお考え聞きたいと思います。 

  それと同じく、その下のナンバー10、11、12とありまして、二子塚、元村、松崎地区の漏水の補修工事あり

ます。これらは、漏水だとはっきりするまでにどのぐらいかかったのか。また、その工事の内容をお聞かせく

ださい。お願いします。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） おはようございます。 

  ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

  まず初めに、年間の有収率のほうなんですけれども、こちら30年度は80.6ということで、昨年度よりは若干

数値が上がっております。ご質問にあります漏水の率なんですけれども、うちらのほうとして約10％ぐらいは

見込まれるのかなと。ただ、地上に出てこないものが多分あるだろうというのは推測しております。 

  今回、10番から12番までの漏水の工事ということで明記させていただきましたが、こちらについては、地上

に出てきて現地確認されたものを漏水ということで対処したものであります。 

  まず初めに、二子塚地区と元村地区については、地域の方から電話連絡いただきまして、舗装のほうがぬれ

ているということで対処したものであります。 

  続きまして、松崎地区でありますが、こちらにつきましては、29年度にも一度漏水工事ということで修繕を

行ったものであります。その修繕を行った先の部分で、また分岐のほうで修繕ということで出てきたものであ

ります。こちらのものにつきましては、モデル事業で行った給水のほうだというふうに建設課のほうでは把握

しているところであります。 

  大体修繕、失礼しました、漏水ということでわかるのが地域の方から電話いただくか、もしくは職員がパト

ロールしたときに路面がぬれているというふうなことで、舗装面を見ていると下のほうから水が湧き出てくる
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というような状況であります。大体２日ぐらいには、漏水の対応をさせていただいているところであります。

工事を含めまして、３日あれば対処できるということで行っているところであります。 

  以上です。 

○議長（藤田利春君） １番、椎名康夫君。 

○１番（椎名康夫君） 現状わかりました。 

  当然、これ建設課の責任でも何でもございません。老朽化した本管のせいでございますけれども、さすがに

これは入れかえすぐできるなんていう事業でございませんので、まずは常に対策を追いかけなきゃならないと

思います。見えない敵と戦うと、大変苦労されますけれども、今は道路の上からソナーというか、探知機みた

いなのを流せば漏水箇所わかるなんていうのも多分あるかと思いますけれども、そのような機械を使って前も

って探査する、検査するなんていうことは考えられるんでしょうか。考えたことありますか。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  以前、県道沿いの本管を調査しようというふうに働いたときがあります。ただ、そのときもかなり費用がか

かるということで断念したところでありますが、今年度、昨年度と漏水箇所が増えてきておりますので、次年

度には、そういったのを重点要望として村当局のほうに要望して、対応したいというふうに考えております。 

○議長（藤田利春君） １番、椎名康夫君。 

○１番（椎名康夫君） 最初の説明で、10％の漏水だろうと想定されるということは、10年で１年間分の水道の

料金を無駄に払わなきゃならないと、大変なことでございますので、しっかり管理していただきまして、考え

られる手だてを滞りなくやってほしいと思います。 

  質問を終わります。 

○議長（藤田利春君） その他、質疑ありませんか。 

  ４番、小室辰雄君。 

○４番（小室辰雄君） おはようございます。 

  ページ数で77ページですか。これは学校管理費です。 

  その中で、備考の一番下、雨漏り調査及び改修業務委託38万4,480円、これ計上、いろいろ使ってありますけ

れども、この内容を少し細かくお聞きしたいですけれども、よろしくお願いします。 

○議長（藤田利春君） 学校教育課長。 

〔学校教育課長兼生涯学習課長 矢吹勝人君 登壇〕 

○学校教育課長兼生涯学習課長（矢吹勝人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  77ページ、中学校費の中の委託料の一番下の雨漏り調査改修設計業務委託38万4,480円でございますが、中学

校の体育館、建設からかなりたちますが、前からちょっと雨漏りとかが発生しているという報告がございまし

たが、現在、実際にもう床にまでこう落ちてきている状況が見受けられるということで、このまま放っておく

わけにもいかないということで、ちょうど別な修理のときに若干足場をかけた経緯がございます。その足場を

利用して、別な雨漏りの調査も、設計屋さんのほうですが、見ていただいたところ、やはり上部のほう、継ぎ



－22－ 

目というか、トタンの継ぎ目あたりから漏れているんじゃないか。かなり広範囲になってくるもので、報告は、

この場所という限定はできなかったんですけれども、かなり雨が回っているということで、それが調査を受け

まして、今年度につきましては、その分の、この設計での調査の報告を得まして、間もなく工事を発注する。

それで、改修していくような計画というか、実施設計もでき上がりまして、間もなく工事を発注していくとい

うふうな段取りでございます。昨年は、30年度につきましては、そのための設計を実施したということでござ

います。 

  以上になります。 

○議長（藤田利春君） ４番、小室辰雄君。 

○４番（小室辰雄君） 今、話を聞きまして、雨漏りの調査をしたと。ただ、私のほうで建築等で携わっていま

すから、その辺、雨漏りというのは、実際言って本当なかなか特定しにくいと、現実の問題として。ただ、雨

漏りをそのまま長期間放置しておくと建物全体が傷みますよと。特に、中学校で使っている体育館は貴重なも

のですよね。子供たちが常に使っているし。だから、それをとにかくなかなか特定して、でも最後には特定し

ないとね、なんですよ。その辺を、とにかく建物も長期間これから使っていかなくちゃならないと、そういう

意味合いでも、とにかく早急にきちんとした調査、これ金かかるのはしようがないと思います。ただ、いつま

でも放っておかないで、早急にやっていただきたいと、そういうことです。 

  終わります。 

○議長（藤田利春君） ６番、鈴木新平君。 

○６番（鈴木新平君） この成果表の中で、学校教育課が31ページなんですけれども、これは、この前議会始ま

ったときも説明あったんですけれども、各小・中学校の洋式化、トイレね。今、和式と洋式になっていて、だ

んだん洋式にかえていくんだと。あと何年くらいこれかかるんですか。全部洋式化にするということは。 

○議長（藤田利春君） 学校教育課長。 

〔学校教育課長兼生涯学習課長 矢吹勝人君 登壇〕 

○学校教育課長兼生涯学習課長（矢吹勝人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  トイレの小・中学校の洋式化工事でございますが、昨年、30年度につきましては、中学校の２階の男女トイ

レをやりました。ただ、残り１階と３階、まだ残っております。 

  滑津小学校につきましても、今現在、間もなく、もうほぼ工事終わりまして、９月の頭に検査する予定でご

ざいます。吉子川小学校は夏休み中に終わりました。 

  ただ、それも部分、部分というか、一気に私どもとしてはやりたいんですけれども、教育委員会もかなりト

イレばかりじゃなくて、いろんな施設を抱えております。財政当局のほうには、その都度、学校側から上がっ

てきて、私らも現場確認して要求はしておりますが、やはり全体的な財政等の金額というのがございますので、

そのあたりではっきり来年で終わらせますとか、あと２年とかというのは、なかなか私どもでは言えないんで

すけれども、なるべく早急にというか、子供たち、今もう既に洋式が当たり前みたいになっていますので、子

供たちの使い勝手を考えて早急に対応したいというふうに思いますので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（藤田利春君） ６番、鈴木新平君。 

○６番（鈴木新平君） ただいま説明をいただきまして、やはり学校はトイレばかりじゃなくて、もろもろの改
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修工事とか、そういう備品とかいろいろありますから、それは確かに今、矢吹課長が言ったとおりだと思いま

す。 

  やはり、矢吹課長の答えの説明の中身でも言ったんですけれども、今、個人の住宅がほとんどもう洋式化と

いうことで、農業集落排水を利用することになって、ほとんど洋式化になっているというようなことでござい

ますので、ひとつできるだけ早く完成を期待しております。 

  以上です。 

○議長（藤田利春君） その他、質疑ありませんか。 

  ２番、小室重克君。 

○２番（小室重克君） 92ページ、最後のほうです。歳入歳出決算書、92ページ、ごらんになっていただきたい

と思います。 

  決算書の92ページの款、予備費、14番、その中の予備費、支出の流用60万4,000円とございます。これの理由

を説明をお願いしたいと思います。 

○議長（藤田利春君） 総務課長。 

〔総務課長 木村 修君 登壇〕 

○総務課長（木村 修君） おはようございます。 

  ただいまのご質問ですが、まず、総務課関係でございます。28ページ、お開きください。 

  財政調整基金、２、予備費39万円を充当しております。これにつきましては、財政調整基金は１年定期で毎

年満期を迎えます。その満期を迎えた分について、利子ということで毎年積み立てしております。30年につき

ましては、財政調整基金を取り崩しまして、公共等設備基金のほうに積み立てました。その関係で、年度途中

に解約したことから利子が発生しました。その利子分について積み立てしなければならないということで、歳

出予算がありませんでしたので、予備費を充当して積み立てたというような内容でございます。 

○議長（藤田利春君） 保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 藤田幸江君 登壇〕 

○保健福祉課長（藤田幸江君） おはようございます。 

  保健福祉課からは、45ページをごらんください。 

  保育所の14万円というのが予備費充当されております。こちらにつきましては、３月に白河のほうから転入

してきた方の広域入所の委託金のほうを支払ったものですから、３月ということで補正予算等には間に合わな

かったことから予備費の充当をさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） 建設課のほうからお答えいたします。 

  62ページ、土木総務費であります。こちらで…… 

○議長（藤田利春君） 暫時休議いたします。 
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休憩 午前１０時２２分 

 

再開 午前１０時２３分 

 

○議長（藤田利春君） 再開いたします。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） 大変失礼しました。 

  土木総務費のほうに７万4,000円流用しております。支出のほうでありますが、63ページの19番、負担金補助

及び交付金、この中に特別教育講習負担金というのが４万6,800円支出されております。こちらは、道路作業員、

公園の作業員の方々にチェーンソーの講習会、あと、刈り払い機等の講習会を受けていただきました。その費

用で７万4,000円ということで予定はしておりましたが、実績で４万6,800円ということで、残りは不用額とい

うことになっております。 

○議長（藤田利春君） ２番、小室重克君。 

○２番（小室重克君） 了解しましたが、最後の建設課長、この特別教育講習負担金、当初あるいは補正でとれ

なかったのか。その辺ちょっとご説明お願いします。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  当初、村としましては、そういった講習を受講されていなくても作業できるだろうということで今まで行っ

てきたわけでありますが、村民の方から、そういった作業員の方は受講されているんですかという問い合わせ

がありまして、作業員の方に講習済みなのか確認とったところ、受けていないというのが判明されましたので、

急遽利用させていただいて、受講させていただいたところであります。 

○議長（藤田利春君） ２番、小室重克君。 

○２番（小室重克君） はい、了解しました。 

○議長（藤田利春君） その他、質疑ありませんか。 

  ３番、小林 均君。 

○３番（小林 均君） 主要施策書の報告書の19ページなんですが、放射性物質に係る事業ということで、仮置

き場の管理業務的な委託費だと思うんですが、これについてちょっと上のほうから、まずちょっと時間かかる

かもしれませんけれども、説明をお願いしたいと思います。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  19ページであります。事業費の欄をごらんいただきたいと思います。 

  公共施設等放射線量測定ということで、村内26カ所行っております。30年度につきましては51日間、職員が、

30年度は51日間、測定に行っております。 
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  また、放射線測定器貸し出しということで、２台貸し出ししたところであります。 

  また、食品等放射性物質の検査、こちらが984件あったということであります。 

  次に、除染実施設計等業務、こちらが360万ということでうたわれておりますが、こちらは仮置き場の管理

の設計費であります。名称が除染実施ということになっておりますが、除染は行っておりませんので、ご理解

いただきたいと思います。 

  次に、仮置き場管理業務でありますが、こちらが搬出後、場内の整備等行いました。東側のほうに覆土とい

うことで山積みされている土があると思いますが、ああいった作業の工事費であります。 

  次に、仮置き場放射線モニタリング業務ということで、こちらは３件ほど、空間線量、地下水、あと温度、

ガスということで、こちらは企業のほうに委託でお願いしまして、業務を行っているところであります。 

  次に、モニタリングポストの点検校正ということで、こちらは国のほうから点検するようにということで指

針されておりますので、こちらを行ったものであります。 

  次に、仮置き場の賃借料でありますが、こちらが年間で支払った金額になっております。 

  以上です。 

○議長（藤田利春君） ３番、小林 均君。 

○３番（小林 均君） ３点ほど。先ほど企業に業務委託をしているというふうな３件の空間線量率と、それか

ら地下水と品質、湧き水ですか、浸出水、それから温度、ガス。この３件の結果等については、どのような結

果だったのか。そして、この当初予算というか、決算書の中では、管理費の中に全て含んで入っていますので、

ちょっとつかみ取れないんで、その辺の内容をちょっと教えていただきたいと思うんですけれども。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  ３件の業務委託につきましては、決算上は１本になっておりますので、内訳として出てこないものでありま

す。合計で76万円ほどかかっております。 

  まず、空間線量でありますが、週１回測定をしております。また、地下水、湧き水等につきましては月１回。

内部の温度、こちらは除染のものがまだ仮置き場に保管されていたときに、その内部の温度及び一酸化炭素の

測定を10日に１回ということで実施しております。こちらにつきましては、搬出されて、６月末で搬出終わり

ましたので、７月以降は、この業務は行っておりません。 

  結果でありますが、まず、空間線量につきましては0.23ですか、それ以下であると。全ての検査結果につい

ては、異常なしというような検査結果いただいております。 

  以上であります。 

○議長（藤田利春君） ３番、小林 均君。 

○３番（小林 均君） わかりました。 

  この作業ですが、これは放射能の土を仮置き場に持っていってから、今年の６月までずっとやってきた内容

ということで理解してよろしいですか。毎年できているということで。はい、わかりました。 

○議長（藤田利春君） その他、質疑ありませんか。 



－26－ 

  ２番、小室重克君。 

○２番（小室重克君） 成果報告書の中のページ、31ページ。 

  学校教育課、小・中学校、幼稚園施設改修等工事の中の幼稚園預かり保育室新設工事（本体）4,828万6,800

円、それから幼稚園預かり保育室新築工事、野外工事983万160円とございますが、当初予算あるいは決算を見

ても１本で出しているんですが、この２つに分けた要因は何なのか、その辺お願いしたい。 

○議長（藤田利春君） 学校教育課長。 

〔学校教育課長兼生涯学習課長 矢吹勝人君 登壇〕 

○学校教育課長兼生涯学習課長（矢吹勝人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  幼稚園預かり保育室についての本体工事と外構工事、屋外工事に分けた、どういう理由で分けたのかという

ことでございますが、当初、工事発注することで、トイレとか水道の協議、確認申請絡みで建設事務所のほう

との協議が必要になってきました。それで、うちのほうとしては集落排水のほうにつなぎ込みを考えておった

んですけれども、建設事務所のほうでの考えとしては独立した建物である、今回、幼稚園増設といいましても、

新たに別なところに建てる建物であると。本体の工事のほうの汚水ますのほうにつながるのはなかなか厳しい、

そこだけで処理しなさいとか、いろんな協議でオーケーがもらうのに、かなりそこで協議がかなり時間を要し

ました。 

  ただ、議員の皆さんも幼稚園預かり保育の現状とか、そこの建てる前のごらんになったことがあるかと思う

んですけれども、通常の保育室を使って、かなりきつめのところでして、あと、ものというか、子供たちのも

のを廊下に置いたり、かなり手狭の状況だった。 

  まずは、年度内に着工したいということで、こう言ったらなんですけれども、そちらの協議を後回しという

わけではないんですけれども、２本立てで、まずは本体のほうを進めようということで、ちょっと分離という

か、そのほうで、まずは子供たちのことを考えて、工期内、年度内に終わらせるためにも早目、早目でこう進

みたかったもので、ちょっと分離をして別々に発注という形での作業を進めたということが大きな要因でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（藤田利春君） ２番、小室重克君。 

○２番（小室重克君） はい、了解しました。 

○議長（藤田利春君） その他、質疑ありませんか。 

  １番、椎名康夫君。 

○１番（椎名康夫君） 決算書17ページをお願いします。お開きください。 

  その中で、財産売払収入ということで、生産物売払収入で滑津小学校から中島中学校まで出ておりますけれ

ども、滑津小学校の電力売払金が昨年よりかなり15万増えて、中島中学校もかなり倍近く増えていると。その

中で、吉子川小学校では半減している。同じ状況で、天気も同じわけですから、かなりひどい数字ですけれど

も、この要因は何だったんでしょうか。お聞かせください。 

○議長（藤田利春君） 学校教育課長。 

〔学校教育課長兼生涯学習課長 矢吹勝人君 登壇〕 
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○学校教育課長兼生涯学習課長（矢吹勝人君） ただいまの17ページ、生産物売払収入の各小・中学校の電力の

違いでございますが、滑津小学校と吉子川小学校は同じものを使っております。ただ、ここで差が出たという

のは、吉子川小学校のほうの発電の機械がやはり経年劣化というか、前も直したんですけれども、２系列で運

転しています。ただ、前回直したときには、その壊れたほうの１系列を直して、もう１系列のほうがやはり経

年劣化というか、かなり古く、発電ができないような状態になってきたということで発電量のほうが減ってし

まいました。それで、年度内、今年度早々に予算は、それは新年度予算で認めていただきましたので、修理は

もう済んでおります。ですから、滑津と吉子川のを比較しますと、滑津が多いというんじゃなくて、吉子川が

少ないということでご理解願いたいと思います。 

  それと、中学校につきましては、小学校との方式が違います。小学校につきましては、売電は売電、あと売

るものは売る、買うものは買う。逆に、中学校については、それらを相殺して差額を収入として上げるという

ような方式ですので、そこで違いが出てくるということでご理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（藤田利春君） １番、椎名康夫君。 

○１番（椎名康夫君） 小学校と中学校が別な収支決算しているということです。それは理解しました。 

  各小学校、年間５万7,000円の点検料を払っております。それに見合っただけのことがなければ大変もったい

ないと思いますし、太陽光の発電装置そのもの、20年もたてばもう償却終わってしまうと。10年近く過ぎてい

ると思います。その撤去費用そのものもかなり発生すると思いますので、でき得る限り財産物ですので収入上

げる、そのような努力してほしいと思います。 

  質問を終わります。 

○議長（藤田利春君） ４番、小室辰雄君。 

○４番（小室辰雄君） 決算書の８ページを開いてください。 

  土木使用料の２項のほうに住宅使用料の滞納分ですか。これは同じところに関連していると思うんですけれ

ども、水道の使用料の滞納がありますね。その内容を聞かせてください。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  ８ページ、土木使用料の住宅使用料からご説明いたします。 

  まず、住宅使用料でありますが、年間の使用料を算出しまして、当初予算では収入97％ということで計上さ

せていただきました。決算では、徴収率が88％になっているところであります。滞納繰越分としまして8.47％

の徴収があったということであります。 

  まず、住宅使用料の未納のほうからちょっと説明させていただきたいと思います。 

  30年度におきましては、件数でいきまして107件ありまして、162万8,200円、こちらが現年度の未納というよ

うな数字になっているところであります。トータルでいきまして、滞納繰越分も合わせますと、19名の方がい

らっしゃいます。決算時には、トータルで738万4,067円ということで未収入額が計上されておりますが、今現

在、８月１日現在で11件の納付があります。こちら現年度分だけでありますが、また、あと、現年度じゃなく
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て、トータルで11件の収入がありまして、15万6,000円ほど収入があります。 

  次に、下水道使用料でありますが、住宅使用料と同じ算出で97％の徴収率で収入を算出させていただいてお

ります。実績でありますが、こちらが、現年度分としまして未納額が17人分、33万8,580円ほど出ているところ

であります。過年度につきましては、滞納繰越分としまして同じく19名、トータルで19名の方がいらっしゃい

ます。内訳見ますと、住宅使用料とほとんどかぶっている方であります。徴収率でいきまして、下水道使用料、

現年度分としまして89.99％、滞納繰越分としまして8.6％の徴収率であります。 

  今後は、これは住宅に入居されている方でありますので、当然保証人２名ほどつけさせていただいておりま

すので、そちらの方々に納付のお願いということで納付書を送っているところでありますが、なかなか徴収の

ほうには移行できていないということであります。引き続き徴収のほうに努めていきたいと思いますので、ご

理解いただきたいと思います。 

○議長（藤田利春君） ４番、小室辰雄君。 

○４番（小室辰雄君） 今、話を聞きますと、大体が当然かぶっていると。かぶっているということは、その内

容、実際本当に生活困窮して払えないのかと。そういう状況ですよね。普通の人は同じく払っているわけです。

その辺をきっちり調べると言ったから、内容ですか。毎年毎年、大体これ雪だるまみたいに雪解けしなくて、

だんだん大きくなっていきますよね。普通の税金は、そういった回収機構で多少なりとも減っていますけれど

も。 

  それを考えたときに、言葉はきつくなりますけれども、立ち退きですか、そういうことも、だって普通の一

般の不動産屋だったらそういうこともありますよね。そういうお話はしたことないんですか。生活実態に見合

った生活していて、本当に困窮して払えないのかと。はっきり言って、ずるくて払わないのかと。また、そう

いうことも考えないと、一般に普通に払っている人は悲しいですよね、考えた場合に。 

  それを、きちんとそういう生活実態を精査、人の内容を精査すると言ったらちょっと話に語弊ありますけれ

ども、その辺もちゃんときちんとした状態で、単純に言ったらば、下水があるということは、当然水道もあり

ますよね。下水だけ流すということはあり得ないんだから。その辺の場合に、当然水道も関連してくると思う

んです。そこまで、ただ払えないのか、支払えないようなことないよという。それで、これは実際に、こうい

う人たちについて、今後もこういう状態が続いていくのかなと私は思います。だから、きっちりして、どこか

で線を引かないとまずいのかなと、そういう考えは何か持っていますか。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） ただいまのご質問にお答えします。 

  この滞納の方々、内部の調整としまして、税務課の徴収担当の方並びに学校教育課でいいますと、給食費の

担当の職員と話をしてみますと、大体かぶっている方がいるということで、住宅使用料並びに住宅下水道にお

いては保証人の方、下水道は別でありますが、住宅使用料につきましては保証人の方がおりますので、連帯保

証人ということでいただいております。そちらの方に納付のお願いをしていきたいというふうに考えておりま

す。 

  また、多額の未納がある方については、家庭訪問ということではなく、役場のほうに来ていただいて、状況
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の説明といいますか、どういった生活実態なのかということで聞き取り等を行って改善していきたいというふ

うに考えております。 

  また、入居者の中で一部、生活保護受けている方等もいるのは現状であります。当然生活保護を受けていま

すので、そういった水道料とかも加味して受給されているわけでありますので、そういった方につきましては、

少額でありますが、納入のほうをお願いしまして、改善等を図っていきたいというふうに考えておりますので、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（藤田利春君） ４番、小室辰雄君。 

○４番（小室辰雄君） 話を聞きまして、とにかくその内容はある程度理解します。 

  ただ、実際、これ集金するとなるとなかなか大変なことがありますよね。役場の職員が行って、お金下さい

と言って、なかなかそんな払う人はいないと思います。実際大変ですよね。これ毎年同じことが発生している

んだから、今後、その発生しない方法を何か考えていかないとまずいのかなと。発生してから金取るんじゃな

くて、発生しない方法を考えると。なかなかこれお金とるというのは本当に大変なことですから。 

  その辺を、大変でしょうけれども、もう少し生活に立ち入ってもいいのかなと。あんたらちょっとぜいたく

しているんじゃないのかと。その金あったら払えとか。なかなかそこまでは言えないと思いますけれども、そ

れをやっぱり見きわめて。だって、携帯電話だったら金払わなかったらすぐとめられちゃいますよね。生活し

ていくのに水をなかなかとめるというのはきつい話ですけれども、そういう話もしながら、とにかくある程度、

皆さんが払っているんだから、その辺を理解してもらって、きっちりとにかく今後こういうことが起きないよ

うにしてもらえばありがたいのかと。実際厳しいですけれども。何かもう少し施策を検討してもいいのかなと。

そういうことです。 

  終わります。 

○議長（藤田利春君） その他、質疑ありませんか。 

  ３番、小林 均君。 

○３番（小林 均君） 建設課のほうにちょっとお話を聞きたいと思うんですが、滑津・後山線と御蔵場・本法

寺裏の事業が始まって、社会資本整備交付金事業ですね、始まってもはや10年くらいたつわけなんですが、今

の、現在のところ進捗状況等、大体で結構ですので、どのぐらいの進捗状況なのか。 

  それと、今後、あと何年くらい、今後の事業が終わるまでにあと何年くらいかかるのか。大体で結構ですの

で、ちょっと教えていただければと思います。 

○議長（藤田利春君） 建設課長。 

〔建設課長 齋藤 満君 登壇〕 

○建設課長（齋藤 満君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、路線名でいきまして、御蔵場・本法寺裏線のほうでありますが、こちらは、今年度に道路改良、舗装

まで終わるということで予定をしておるところであります。また、滑津・後山線につきましては、事業費でい

きまして２割、25％ぐらいの達成であります。 

  見込みとしまして、御蔵場・本法寺裏線が完了すれば、その分事業費が使える路線でありますので、重点的

に今度は滑津・後山線のほうの整備が進んでいくのかなというふうに考えております。 
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  完成年度までということでありますが、こちらは県のほうに重点配分ということで要望して、早期に完了で

きるように進めていきたいというふうに考えておりますので、ご理解いただきたいと。 

○議長（藤田利春君） ３番、小林 均君。 

○３番（小林 均君） 大変ご苦労さまです。 

  もう事業始まって10年、このままでいくと、今のところ25％、滑津・後山線にして25％ということでありま

すので、極端な話、今後10年以上20年くらいかかってしまうみたいな話なんですが、御蔵場・本法寺裏線が、

その分こちらに回ってくる可能性があるということなので、ぜひ早期完了を目指せるように今後も努力してい

ただきたいというふうに思います。期待しておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（藤田利春君） その他、質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第１号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（藤田利春君） これで本日の日程は全て終了いたしました。 

  次回会議は８月30日午前10時に開会しますので、ご参集願います。 

  本日はこれにて散会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午前１０時５５分 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（藤田利春君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付した印刷文書のとおりです。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第２号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第１、認定第２号 平成30年度中島村国民健康保険特別会計歳入歳出決算を議題と

します。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  ４番、小室辰雄君。 

○４番（小室辰雄君） おはようございます。 

  ４ページをお開きください。 

  ４ページの備考のほうでいいんですけれども、滞納繰越分、今年470万ぐらいありますよね。この問題なん

ですけれども、これ、今年は不納欠損処理は１円もしていないですけれども、去年100万弱を欠損処理してい

るのに、去年の金額よりその滞納分が百何十万と増えていると。これはどういうわけですか。 

  本当は、百何十万減ったらそのまま平行移動と言ったらおかしいけれども、そういうふうにしてもいいのか

なと私ら一般的に思うんですけれども、逆に、ある程度きちんと精査をして不納欠損処理をして、金額がある

程度減ったわけです。ところが、それ以上に今年、また今度は滞納分が増えていると。その辺の内容がどうな

っているのか、きちんとお話を聞かせてください。 

○議長（藤田利春君） 税務課長。 

〔会計管理者兼税務課長 久保田利男君 登壇〕 

○会計管理者兼税務課長（久保田利男君） おはようございます。 

  ただいまのご質問でありますが、去年、昨年度においては、不納欠損で100万円程度不納欠損したわけでご

ざいますが、一応全体の滞納金額から比較しますと、昨年度から本年度の全体の金額3,270万2,511円でござい

ますが、比較しますと418万程度、全体からいくと減っているところが現状でございます。 

  実際に、現年度滞納繰越分というふうなことで、人数的には若干、この滞納繰越分については、手払い部分

ですか、そちらの分の滞納者が若干増えていると、新規滞納者が増えているというふうなことからの増となっ

ているところでございますので、よろしくご理解願いたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（藤田利春君） ４番、小室辰雄君。 
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○４番（小室辰雄君） 私が言っているのは、今のそういう問題じゃなくて、結局また新規の滞納者が増えたと、

前年、とにかくいろんな回収できない人の税金とかそういうやつを精査して、ある程度精査したと思うんです

よね。それで、まあ仕方ないから不納欠損処理をしましたと。ただ、それやって100万くらい減ったわけで、

単純に言って引き算していって100万減ったわけですよ。それが今年あたり単純計算で118万もまた増えている

と。そういうイタチごっこというか、逆に減っていくんじゃなくて、増えているような状態にあったんでは、

またいずれ欠損処理という問題が発生しないですか、このままでいったらば、必ず。同じことを繰り返し繰り

返しやっているんでは議会開いている意味もないのかなと。もう少し真剣にこの辺考えていかないと、結局、

税金というのはあくまでこれ財政の根幹をなすものですよね。 

  これ、ほかのやつにおいても同じことが言えると思うんですけれども、こういう状態を、とにかく全員して

解決する方法を何とか考えないと、ただ増えていますよで処理したんではまずいのかなと。何か今すぐ方策を

出せと言ってもなかなか厳しいでしょうけれども、この辺は、それは担当課長になった人は、言われればちょ

っとつらいですよね。でも、それ各課においてもこういうことはあるわけです。早急にとにかく何かどうした

らいいんだと、今すぐその答え出せとはっきり私から言えませんけれども、とにかく早急に何とかする方法を

講じていただきたいです。 

  終わります。 

○議長（藤田利春君） その他質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がありますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第２号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第３号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第２、認定第３号 平成30年度中島村簡易水道特別会計歳入歳出決算を議題としま

す。 
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  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がありますので、質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第３号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第４号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第３、認定第４号 平成30年度中島村土地造成事業特別会計歳入歳出決算を議題と

します。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第４号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 
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────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第５号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第４、認定第５号 平成30年度中島村農業集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算

を議題とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第５号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第６号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第５、認定第６号 平成30年度中島村墓地特別会計歳入歳出決算を議題とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 
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○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第６号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第７号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第６、認定第７号 平成30年度中島村介護保険特別会計歳入歳出決算を議題としま

す。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  １番、椎名康夫君。 

○１番（椎名康夫君） それでは、最後のページ、16ページ、お開きお願いします。 

  その中で、認知症総合支援事業という科目ありますけれども、これは社協に委託されている事業だと聞いて

いますけれども、具体的どのようなことをされたのかお聞きしたいと思います。お願いします。 

○議長（藤田利春君） 保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 藤田幸江君 登壇〕 

○保健福祉課長（藤田幸江君） おはようございます。 

  それでは、ただいまの椎名議員の質問にお答えします。 

  認知症推進委員という、包括支援センターのほうに推進委員の方が１名おりまして、そちらで介護をしてい

る方の認知症のカフェとかそういったものを開きまして、介護をしていて大変なところをお互い介護をしてい

る家族の方々が話をして、それに対してその認知症推進委員の方がアドバイスをするとか、それから各サロン

のほうに出向きまして認知症についての説明とか、それから昨年度は中学校で認知症サポーターの養成講座を

行ったり、そういったことを行っております。 

  以上です。 

○議長（藤田利春君） １番、椎名康夫君。 

○１番（椎名康夫君） 大変よくわかりました。 

  介護の現場、大変苦労していると思いますけれども、我々ももう高齢者に近づいておりますので、大変参考

になります。 

  質問を終わります。 

○議長（藤田利春君） その他質疑ありませんか。 
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〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第７号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第８号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第７、議案第８号 平成30年度中島村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を議題

とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  ２番、小室重克君。 

○２番（小室重克君） おはようございます。 

  １ページ目、ごらんになっていただきたいと思います。 

  歳入のところの款で、後期高齢者医療保険料ということで収入未済額８万4,500円ございますが、これの理由

とご説明をお願いします。 

○議長（藤田利春君） 税務課長。 

〔会計管理者兼税務課長 久保田利男君 登壇〕 

○会計管理者兼税務課長（久保田利男君） ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

  後期高齢者医療保険料の収入未済額で８万4,500円の内容でございますが、これらにつきましては、未済額と

いうようなことで、４名の方の収入未済額でございます。内容につきましては、この４名の方、当該年度中に

納入するというようなことで内輪のほうは確約をしておったんですが、５月31日までに納入がならなかったと

いうようなことでの未済額となっております。 

  ただ、現在では、３名の方が既に納入になっております。残る１名については近日中の納入ということで、

昨日もちょっとそのお願いをしたわけなんでございますが、近日中の納入というようなことでの確約を現在と
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っているところでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（藤田利春君） ２番、小室重克君。 

○２番（小室重克君） 年度内には納められなかった方が４名、実際には、もう３名は納めていると。あと１名

だということで、特に後期高齢については、未済額、今までもなかった。そういうことを村民に説明し、やは

り、この納入をしていただきたいということです。推進方、よろしくお願いしたいと思います。どうぞよろし

くお願いします。 

○議長（藤田利春君） その他質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより認定第８号を採決します。 

  本件は原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は原案のとおり認定されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎陳情第１１号の委員長報告 

○議長（藤田利春君） 日程第８、請願・陳情審査の報告（陳情第11号）を議題とします。 

  陳情第11号は、総務教育常任委員会付託であります。 

  総務教育常任委員会委員長の報告を求めます。 

  総務教育常任委員会委員長、小室辰雄君。 

〔総務教育常任委員会委員長 小室辰雄君 登壇〕 

○総務教育常任委員会委員長（小室辰雄君） 総務教育常任委員会より報告いたします。 

  本委員会に付託のあった陳情第11号の陳情書について、去る８月27日、総務教育常任委員会を開催し、慎重

に審査を行ったところであります。 

  その陳情の内容及び審査結果について、報告をいたします。 

  陳情第11号は、中島村「再犯防止推進計画」策定に関する陳情書です。 
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  平成28年12月に再犯防止等の推進に関する法律が成立・施行され、平成29年12月には再犯防止推進計画が閣

議決定されました。 

  この法律は、国民が安全で安心して暮らせる社会の実現のため、国・地方公共団体・民間が連携し再犯防止

対策を推進することに加え、新たに地方公共団体が地域の特性を踏まえ再犯防止に取り組む責務が明記されま

した。 

  本委員会は、住民が安心して暮らせるまちの実現のため、また、明るい社会実現のために活動する全ての関

係機関が、今後とも地域に根差した活動が継続されることが必要であることから、本陳情は願意妥当の意見の

一致をみたので、採択すべきものと決しました。 

  以上で審査結果の報告を終わります。 

  令和元年８月30日、総務教育常任委員会委員長、小室辰雄。 

○議長（藤田利春君） 以上で委員長の報告を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎陳情第１１号の質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 日程第９、陳情第11号 中島村「再犯防止推進計画」策定に係る陳情書についてを議題

とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより陳情第11号について採決いたします。 

  本件に対する総務教育常任委員会委員長の報告は採択です。 

  委員長報告のとおり採択することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、陳情第11号は採択することに決しました。 
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────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（藤田利春君） この際、お諮りいたします。追加案件とし、総務教育常任委員会委員長、小室辰雄君よ

り中島村「再犯防止推進計画」策定に係る陳情書に係る発委案１件、議会運営委員長、木村秋夫君より閉会中

の継続調査に関する件が提出されております。これを日程に追加し、追加日程とし、議題にしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、追加日程とすることに決しました。 

  事務局より資料を配付しますので、暫時休議いたします。 

 

休憩 午前１０時２５分 

 

再開 午前１０時２６分 

 

○議長（藤田利春君） 再開いたします。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎発委案第４号の上程、説明 

○議長（藤田利春君） 追加日程第１、議案の上程を行います。 

  発委案第４号を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務教育常任委員会委員長、小室辰雄君。 

〔総務教育常任委員会委員長 小室辰雄君 登壇〕 

○総務教育常任委員会委員長（小室辰雄君） 発委案第４号の提案理由をご説明いたします。 

  発委案第４号は、中島村「再犯防止推進計画」策定に関する陳情書です。 

  平成28年12月に再犯防止等の推進に関する法律が成立・施行され、平成29年12月には再犯防止推進計画が閣

議決定されました。 

  この法律は、国民が安全で安心して暮らせる社会の実現のため、国・地方公共団体・民間が連携し再犯防止

対策を推進することに加え、新たに地方公共団体が地域の特性を踏まえ再犯防止に取り組む責務が明記されま

した。 

  住民が安心して暮らせるまちの実現のため、また、明るい社会実現のために活動する全ての関係機関が、今

後とも地域に根差した活動が継続されることが必要です。 
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  つきましては、地方自治法第99条の規定により、中島村に対し意見書を提出するものです。 

  令和元年８月30日、総務教育常任委員会委員長、小室辰雄。 

○議長（藤田利春君） 以上で、提案理由の説明は終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎発委案第４号質疑、討論、採決 

○議長（藤田利春君） 追加日程第２、発委案第４号 中島村「再犯防止推進計画」策定に係る陳情書について

を議題とします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑を許します。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 質疑なしの声がございますので、質疑なしと認めます。 

  質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結します。 

  これより発委案第４号を採決します。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議ないものと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  お諮りします。ただいま発委案第４号の意見書について議決されましたが、その条項、字句、数字その他の

整理を要するものにつきましては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、条項、字句、数字その他の整理は、議長に委任することに決定いたしました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（藤田利春君） 追加日程第３、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。 

  議会運営委員長、木村秋夫君より、次期会議の会議日程等の議会運営に関する事項について、会議規則第75
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条の規定により、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

  お諮りします。議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査に付することにご異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は閉会中の継続調査に付することに決しました。 

  お諮りいたします。今期定例会に付された事件は、すべて終了しました。したがって、会議規則第７条の規

定により、本日で今期定例会を閉会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（藤田利春君） 異議なしと認めます。 

  したがって、今期定例会は、本日で閉会することに決しました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎村長の挨拶 

○議長（藤田利春君） この際、村長から発言があれば、これを許します。 

  村長、加藤幸一君。 

〔村長 加藤幸一君 登壇〕 

○村長（加藤幸一君） 令和元年第３回の議会定例会の閉会に当たり、御礼を兼ねて一言ご挨拶を申し上げます。 

  まず、議案の審議に先立ちまして、大澤代表監査委員から平成30年度歳入歳出決算審査の報告、それから平

成30年度中島村健全化判断比率等の審査報告について、詳細に報告をいただきましたことを心から感謝申し上

げたいと思います。 

  本定例会に提出いたしました報告１件、議案３件並びに平成30年度一般会計各特別会計歳入歳出決算８件の

認定をそれぞれ原案どおり可決承認いただきましたこと改めて感謝申し上げます。 

  今定例会は９月３日告示、８日投票の村議会選挙を控えているため、例年より会期を早めて審議されました。

また、会期を９月２日までと設定いたしましたが、本日、全て審議が終了できましたことに改めて感謝を申し

上げます。 

  さて、10月１日より消費税が現在の８％から10％に引き上げられます。税率改正に伴うプレミアム付商品券

の発行や軽減税率の導入など、対象となる住民や事業者に適切な情報を提供しながら、トラブルの発生が生じ

ないよう努力してまいります。 

  ９月１日は防災の日であります。過去には関東大震災が起きた日でもあり、また、立春から数えて210日に

当たり、台風が多いことから昭和35年に制定されました。本村においては、９月15日には県南地方総合防災訓

練が改善センターをメイン会場に実施されます。このような訓練を踏まえて、村民の防災意識の高揚と自治体

としての体制強化に努めてまいります。 

  結びになりますが、議員各位のさらなるご健勝とご活躍、あわせて村政に対するご支援、ご指導をお願いい
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たしまして、閉会に当たっての御礼の挨拶にかえさせていただきます。ありがとうございました。 

 

────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（藤田利春君） これで令和元年第３回中島村議会定例会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１０時３４分 
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